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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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速
辞
書
を
引
く
と
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
は
ズ
バ
リ
「
心
の

健
康
」
と
い
う
意
味
で
病
名

の
総
称
で
は
な
か
っ
た
▼
本

来
持
っ
て
い
る
言
葉
の
意
味

を
、
誤
っ
て
使
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
は
多
い
。「
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
」
の
よ
う
な
外
来

語
な
ら
、
言
葉
に
し
づ
ら
い

「
精
神
疾
患
」を
柔
ら
か
く
表

現
で
き
る
と
思
っ
て
も
仕
方

が
な
い
と
は
思
う
▼
し
か

し
、「
母
性
保
護
」
は
純
然
た

る
日
本
語
だ
。「
母
性
」を
保

護
す
る
と
い
う
意
味
に
他
な

ら
な
い
の
に
、
政
府
・
当
局

は
言
葉
の
意
味
を
間
違
え

（
捻
じ
曲
げ
）て
い
る
▼
女
性

部
は
、「
妊
娠
し
て
か
ら
が

母
性
保
護
じ
ゃ
な
い
。
体
づ

く
り
か
ら
母
性
保
護
だ
」
と

当
局
を
追
及
し
た
。
病
気
で

は
な
い
生
理
休
暇
を
特
別
休

暇
と
し
て
求
め
る
根
拠
だ
。

「
彼
は
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス

を
患
っ
て
」。

職
場
内
の
会

話
に
違
和
感

を
覚
え
、
早

〈
出
題
〉九
段　

石
榑　

郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉左
側
の
ダ
メ
ヅ
マ

リ
を
と
が
め
て
無
条
件
で
仕

留
め
ま
す
。

（
8
分
で
二
、
三
段
以
上
）

〝
生
の
声
〟を
寄
せ
て
下
さ
い

　

全
国
税
は　

月
、
全
国
一
斉
に
「
非
常
勤
で
働
く
仲
間
の
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に

11

と
り
く
み
ま
す
。
集
ま
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
非
常
勤
職
員
の
み
な
さ
ん
の
労
働

条
件
改
善
の
た
め
に
活
用
し
ま
す
。
是
非
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
皆

さ
ん
の
〝
生
の
声
〟
を
全
国
税
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　
「
３
か
月
更
新
」と
雇
用
中

断
期
間
の
廃
止
で
、
非
常
勤

職
員
の
雇
用
条
件
は
改
善
し

ま
し
た
。
し
か
し
、「
１
年

に
１
度
の
公
募
」
が
強
調
さ

れ
、
雇
用
の
不
安
は
解
消
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。「
予
算
」を

口
実
に
、
勤
務
日
数
や
時
間

を
一
方
的
に
減
ら
さ
れ
、
生

活
に
苦
し
む
非
常
勤
職
員
も

に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
〝
ひ
と
言
欄
〟
も
含
め
、
皆

さ
ん
の
声
を
届
け
て
く
だ
さ

い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、「
パ
イ
プ
椅
子

や
長
机
を
や
め
て
職
員
並
み

の
椅
子
・
机
を
」
と
い
う
、

当
た
り
前
す
ぎ
る
要
求
に
、

庁
は
「
余
品
も
ス
ペ
ー
ス
も

な
い
」と
強
弁
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
税
は
、
同
じ
職
場
で

一
緒
に
働
い
て
い
る
皆
さ
ん

の
〝
働
き
が
い
〟
を
訴
え
、

労
働
条
件
を
改
善
す
る
た
め

非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
要
求
書

　

全
国
税
は
本
日　

月　
11

10

日
、
国
税
庁
長
官
と
、
全
国

て
、「
類
似
す
る
職
務
の
常

勤
職
員
に
適
用
さ
れ
て
い
る

俸
給
表
の
１
級
の
初
号
俸
を

基
準
」
に
し
て
い
ま
す
。
税

務
署
に
い
る
職
員
の
最
低
号

俸
は
税
務
１
—
７（
１
６
１
・

３
千
円
）。
現
行
の
行　

１
（一）

—
１
（
１
３
５
・
６
千
円
）

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
１
年
を
通
じ
て
勤

務
す
る
労
働
者
に
、
パ
イ
プ

椅
子
・
長
机
は
、
ど
う
考
え

て
も
非
常
識
で
す
。

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
労
働

者
」
で
あ
る
場
合
、
雇
い
止

め
も
解
雇
同
様
、「
解
雇
権

濫
用
法
理
」
が
適
用
さ
れ
、

厳
し
い
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

人
事
院
は
賃
金
に
つ
い

の
税
務
署
長
・
国
税
局
長
に

対
し
、「
非
常
勤
職
員
の
処

遇
改
善
を
求
め
る
要
求
書
」

を
提
出
し
ま
す
。

　

労
働
法
制
上
で
は
、「
当

然
に
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
る

非常勤職員の処遇改善を求め
る要求書（抜粋）
1　非常勤職員の賃金
（1）税務1–7を基本とせよ。
（2）時給1000円以上とせよ。
（3）経験年数で加算せよ。
2　社保加入・休暇の拡充等
（1）各種社会保険制度に加入し、勤
務時間・日数削減はするな。
（2）雇用改善は書面で説明し、休暇
取得の環境醸成をせよ。
3　雇用の確保
（1）3月更新時は希望者を優先して
採用せよ。
（2）「雇用権濫用法理」を適用せよ。
（3）解雇は行うな。更新打ち切りで
は、1か月以上前の予告をし、解雇予
告手当を支給せよ。
（4）勤務時間・日数は非常勤職員の
希望を尊重せよ。
4　執務環境
（1）常勤同様の机・椅子・ロッカー・
パソコンを配備せよ。
（2）休憩室を確保せよ。

〝
伝
言
ゲ
ー
ム
〟の
よ
う

女性部交渉を実施
　

女
性
部
は　

月　

日
、
国

10

15

税
庁
と
の
交
渉
を
行
い
ま
し

た
。
豊
田
女
性
部
長
を
始
め

６
名
が
参
加
し
、
男
女
と
も

に
働
き
や
す
い
職
場
を
求
め

交
渉
し
ま
し
た
。
当
局
側

は
、
青
木
総
務
課
長
補
佐
が

対
応
し
ま
し
た
。

◆
登
用
計
画
の
見
直
し

女
性
部　

女
性
は
内
部
事
務

や
若
手
育
成
、
接
遇
向
上
な

ど
に
資
し
て
き
た
。
数
値
目

標
の
回
答
は
変
わ
る
べ
き
。

当
局　

数
値
目
標
も
含
め
、

人
事
院
の
見
直
し
の
内
容
を

見
て
検
討
し
て
い
く
。

女
性
部　

私
た
ち
は
、
税
大

入
校
、
係
長
や
課
長
職
へ
の

発
令
を
要
求
し
、
今
は
当
然

に
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
見

直
し
に
は
期
待
し
て
い
る
。

◆
内
部
事
務
一
元
化

女
性
部　

ス
テ
ッ
プ
３
で
、

「
ど
う
し
て
そ
ん
な
や
り
方

に
？
」
と
な
る
。
相
談
業
務

は
、
せ
め
て
電
話
と
窓
口
の

ど
ち
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。

当
局　

セ
ン
タ
ー
と
一
般
相

談
の
引
継
で
対
応
す
る
。

女
性
部　

内
線
じ
ゃ
な
い
電

話
が
直
接
入
る
。

当
局　

そ
れ
は
お
か
し
い
。

セ
ン
タ
ー
か
ら
溢
れ
た
か
。

女
性
部　

確
申
期
は
も
っ
と

増
え
る
。
相
談
業
務
切
り
分

け
で
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

当
局　

担
当
に
伝
え
る
。

女
性
部　

Ｏ
Ｊ
Ｔ
が
伝
言

ゲ
ー
ム
の
よ
う
だ
。
ス
テ
ッ

プ
３
で
は
伝
承
さ
れ
な
い
。

当
局　

担
当
に
伝
え
る
。

◆
職
場
環
境
の
整
備

女
性
部　

母
性
保
護
の
研
修

が
ざ
っ
く
り
だ
。
充
実
せ

よ
。
生
理
休
暇
を
特
休
に
戻

せ
。
子
の
看
護
休
暇
は
、
子

１
人
に
５
日
以
上
、
分
単
位

取
得
を
可
能
に
せ
よ
。

当
局　

人
事
院
に
要
望
は
し

て
い
る
が
、
生
理
休
暇
を
特

休
に
戻
す
の
は
、
要
望
も
し

て
い
な
い
。

女
性
部　

生
理
休
暇
を
人
事

院
に
要
望
も
し
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
だ
が
、「
妊
娠
し

て
か
ら
母
性
保
護
」
で
は
な

い
。「
体
づ
く
り
か
ら
母
性

保
護
」
だ
。

　

育
休
後
の
復
帰
は
、
職
場

に
馴
染
み
や
す
い
配
慮
を
。

育
休
中
に
は
職
場
の
情
報
を

知
ら
せ
よ
。「
復
帰
時
に
配

席
図
を
初
め
て
見
た
」「
管
運

が
で
き
た
の
を
初
め
て
知
っ

た
」
と
い
う
話
が
あ
る
。

当
局　

ご
意
見
を
承
る
。

◆
非
常
勤
の
処
遇
改
善

女
性
部　

公
募
で
の
雇
い
止

め
を
心
配
し
て
い
る
。
来
署

者
は
、
非
常
勤
職
員
へ
も
話

し
か
け
る
が
、
何
の
訓
練
も

し
て
い
な
い
。
半
日
以
下
の

研
修
で
、
収
受
も
や
ら
さ
れ

る
。
机
・
椅
子
の
配
備
は
他

省
庁
で
は
当
た
り
前
だ
。
パ

ソ
コ
ン
も
あ
る
し
、
食
事
も

休
憩
も
す
る
。
ス
テ
ッ
プ
３

で
は
、
非
常
勤
職
員
が
仕
事

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た

す
。
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
て
窓
口

を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

当
局　

ア
ル
バ
イ
ト
の
仕
事

は
各
署
の
実
情
。
今
日
の
話

は
全
て
関
係
所
に
伝
え
る
。

侠 僑挙挙挙挙挙挙挙

侠僑 挙挙挙挙挙挙挙

全国税に加入しよ全国税に加入しようう
「
非
常
勤
で
働
く
仲
間
の
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
取
り
組
み
ま
す

当
局
は
使
用
者
責
任
果
た
せ
本日、全国で
一 斉 提 出

男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
を

一
元
化

O
J
T

10月15日
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一
般
常
識
も
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
？　

○
○
部
長

【
関
信
・
新
潟
県
支
部
】

　

全
署
を
視
察
す
る
と
明

言
？
来
て
み
れ
ば
署
長
室

に
閉
じ
こ
も
り
、
幹
部
と

の
談
話
だ
け
で
事
務
室
の

巡
回
も
な
く
、
当
然
職
員
へ

の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
も
か

け
な
い
（
某
署
で
は
事
務
室

を
横
切
る
も
挨
拶
も
し
な

い
）
で
帰
る
。

　

内
部
事
務
一
元
化
に
よ

る
職
場
の
混
乱
と
職
員
へ

の
負
荷
は
二
の
次
。
視
察

の
目
的
は
「
増
差
と
滞
納
圧

縮
の
檄
」「
子
ど
も
で
も
で

き
る
挨
拶
も
出
来
な
い
大

人
。
社
会
の
崩
壊
で
す
か
」

の
声
も
。

ど
こ
ま
で
信
用
で
き
な
い

の
か

【
北
海
道
・
旭
川
東
分
会
】

　

管
理
運
営
部
門
で
は
９

月　

日
か
ら
Ｋ
Ｓ
Ｋ
事
務

21
の
一
部
に
生
体
認
証
が
導

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
還
付
金
事
務
や
徴
収
決

定
、
収
納
、
監
査
事
務
等
で

入
力
時
に
指
静
脈
認
証
を

行
い
、
入
力
者
が
誰
な
の
か

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
。

こ
れ
か
ら
は
、
保
留
原
符
訂

正
の
場
合
も
、
入
力
の
都
度

一
件
ご
と
に
生
体
認
証
画

面
が
表
示
さ
れ
、
静
脈
認
証

機
器
に
指
を
入
れ
認
証
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

静
脈
が
認
証
さ
れ
る
ま
で
、

僅
か
の
間
が
あ
り
、
訂
正
処

理
が
実
行
さ
れ
ま
す
が
、
次

の
デ
ー
タ
を
呼
び
出
し
て

は
同
じ
事
を
繰
り
返
す
わ

け
で
す
か
ら
、「
実
に
わ
ず

ら
わ
し
い
。
件
数
が
多
い

確
申
期
に
な
っ
た
ら
絶
対

に
キ
レ
る
」
と
い
う
声
が
職

員
か
ら
上
が
る
の
も
当
然

で
す
。

　

あ
る
管
理
者
は
、「
職
員

を
疑
う
の
で
は
な
く
守
る

た
め
」
と
言
い
ま
す
が
、
決

し
て
気
持
ち
の
い
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
火
曜

日
に
は
局
か
ら
の
「
無
予
告

監
査
」
が
来
て
、
特
に
職
員

の
現
金
取
り
扱
い
の
流
れ

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
っ
た

よ
う
で
す
。「
職
員
を
見
た

ら
泥
棒
と
思
え
」
で
は
、
職

場
で
の
信
頼
関
係
は
絶
対

に
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。 

通
勤
費
か
さ
む
自
己
負
担

【
北
陸
地
連
・
福
井
分
会
】

　

福
井
分
会
は
、
職
員
の
通

勤
事
情
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

県
内
か
ら
の
通
勤
者
は

　

・
９
％
。
県
外
通
勤
者
は

67
　

・
５
％
、
お
よ
そ
４
人
に

24１
人
の
割
合
で
す
。
そ
の

多
く
が
特
急
電
車
を
利
用

し
て
い
る
と
見
ら
れ
ま
す

が
、
自
己
負
担
額
は
相
当
な

金
額
に
な
り
ま
す
。

　

特
急
通
勤
定
期
券
「
パ
ス

カ
ル
」
が
あ
り
特
急
料
金
が

少
し
割
安
な
の
で
、
利
用
者

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
パ

ス
カ
ル
の
福
井
—
金
沢
間

６
か
月
分
の
特
急
運
賃
相

当
額
は　

万
７
３
４
０
円

20

で
す
。
通
勤
手
当
の
支
給

要
件
に
該
当
し
て
も
特
急

料
金
の
半
額
し
か
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
半

年
で　

万
円
以
上
の
自
己

10

負
担
に
な
り
ま
す
。

　

お
金
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
毎
朝
６
時
半
頃
に

は
家
を
出
る
人
も
多
く
、
毎

日
の
通
勤
だ
け
で
も
疲
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

遠
距
離
通
勤
や
単
身
赴

任
は
相
当
な
犠
牲
を
伴
い

ま
す
か
ら
必
要
最
小
限
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
解
答
〉
黒
1
か
ら
3
と
打

つ
の
が
好
手
段
。
白
4
に

黒
5
で
白
死
で
す
。
黒
1

で
3
は
白
イ
黒
1
白
5
で

失
敗
。
ま
た
黒
1
で
2
は

白
1
で
白
生
き
。
白
2
で

3
な
ら
黒
2
で
三
目
ナ
カ

デ
の
白
死
で
す
。

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

　

行
政
内
で
、
貧
困
化
す
る

労
働
者
づ
く
り
が
進
ん
で
い

働
者
が
増
え
、「
安
け
れ
ば

い
い
」
と
い
う
入
札
制
度
の

下
、
労
働
者
の
賃
下
げ
に
歯

止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

庁
は
、「
契
約
に
は
法
令

遵
守
規
程
が
あ
る
」
と
い
い

ま
す
が
、
そ
の
水
準
と
履
行

監
視
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

る
と
社
会
的
に
問
題
視
さ
れ

る
「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ

ア
」
が
、
税
務
署
で
も
進
ん

で
い
ま
す
。
派
遣
・
委
託
労

　

税
大
普
通
科
で
の
侮
辱
・

脅
迫
・
暴
力
の
告
発
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
名
古
屋
研
修

所
か
ら
の
投
書
を
受
け
、
東

京
や
関
信
で
も
「
あ
っ
た
」

と
、
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

度
重
な
る
追
及
に
、
国
税

局
で
は
「
庁
に
言
っ
て
く

れ
」、
庁
当
局
は
「
税
大
は
別

組
織
」
と
言
い
、
全
国
税
が

「
税
大
へ
直
接
申
し
入
れ
る
」

と
言
う
と
、
慌
て
て
「
窓
口

は
庁
」
と
、
責
任
逃
れ
を
繰

り
返
し
て
い
ま
す
。

　

夏
季
休
暇
の
時
期
に
、

〝
わ
ざ
わ
ざ
〟実
施
し
た
専
攻

税
法
研
修
で
、「
学
寮
を
閉

鎖
す
る
」
た
め
に
休
暇
を
強

要
し
、
全
国
税
の
追
及
で
明

ら
か
に
し
た
「
年
休
等
を
取

得
し
な
い
」
ケ
ー
ス
を
、「
休

暇
を
取
ら
な
い
こ
と
も
で
き

る
」
と
税
大
が
研
修
生
に
説

明
し
た
こ
と
は
、
職
員
の
権

利
意
識
へ
の
重
大
な
侵
害
で

す
。
休
暇
申
請
は
職
員
の
権

利
だ
、
と
い
う
こ
と
へ
の
無

理
解
を
示
し
、
問
題
で
す
。

消
え
ぬ
税
大
パ
ワ
ハ
ラ

　
　
  
責
任
あ
る
対
応
で
一
掃
を

　

公
務
員
賃
金
と
民
間
給
与

の
格
差
を
是
正
す
る
人
事
院

勧
告
制
度
で
す
の
で
、
高
卒

で　
・
9
千
円
、
大
卒
で　
・

17

23

7
千
円
も
の
差
額
は
直
ち
に

是
正
し
て
、
初
任
給
周
辺
を

賃
上
げ
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

青
年
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

「
同
級
生
よ
り
手
取
り
が
少

民
間
よ
り
低
い
初
任
給

      
「
数
の
力
」で
賃
上
げ
で
き
る

ど
、
お
か
し
い
な
あ
」
と
い

う
生
活
実
感
は
、
間
違
っ
て

い
ま
せ
ん
。
人
事
院
も
、
初

任
給
周
辺
の
賃
上
げ
に
つ
い

て
は
理
解
を
示
し
て
お
り
賃

上
げ
は
可
能
で
す
が
、
そ
の

実
現
を
迫
る
「
数
の
力
」
が

必
要
で
す
。

な
い
」「
生
活
す
る
の
に
精

い
っ
ぱ
い
」「
公
務
員
は
恵
ま

れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
け

貧
困
化
す
る
国
税
青
年

　

人
権
に
関
わ
る
こ
と
で
あ

り
、
当
局
は
、
直
ち
に
誠
意

あ
る
対
応
と
国
税
組
織
か
ら

脅
迫
と
暴
力
を
一
掃
す
る
決

断
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

専攻税法研修で

「休暇を取ることもできる」
　　　　  権利に無理解

忸怩たる思い忸怩たる思いだだ
官
製
ワ
ー
キ
ン

官
製
ワ
ー
キ
ン
ググ
・・
プ
ア
を
な
く
せ

プ
ア
を
な
く
せ

　

採
用
直
後
の
税
大
生
の
賃

金
は
、
月
例
給
で
普
通
科
生

が
1
4
0
・
1
千
円
（
行　
（一）

1
—
5
）、
国
専
採
用
者
が

1
7
2
・
2
千
円
（
同
1
—

2
5
）
で
す
。
一
方
、
民
間

の
給
与
平
均
（
人
事
院
勧
告

よ
り
）
は
、
高
卒
が
1
5
8
・

0
千
円
、
大
卒
が
1
9
5
・

9
千
円
で
す
。

　

ス
テ
ッ
プ
３
が
全
国
で
進
め
ら
れ
る
中
、「
忙
し
く
て
若
手
職
員
へ
指
導
・
育
成

が
で
き
な
い
」
と
、
ベ
テ
ラ
ン
上
席
か
ら
「
忸
怩
た
る
思
い
だ
」
と
の
悲
痛
な
思
い

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
教
え
て
い
る
と
、
自
分
の
仕
事
が
後
ろ
か
ら
せ
っ
つ
い

て
く
る
」
と
、
ベ
テ
ラ
ン
上
席
は
訴
え
ま
す
。

自
分
の
仕
事
が
せ
っ
つ
い
て
く
る

　

ベ
テ
ラ
ン
上
席
は
、「
自

分
で
や
る
と
、
教
え
る
時
間

の
３
分
の
１
で
処
理
で
き

る
。
相
手
の
手
を
止
め
る
こ

と
に
も
な
る
。
ひ
と
つ
の
仕

事
で
６
倍
の
時
間
を
ロ
ス
す

る
。
そ
の
分
、
後
の
処
理
に

影
響
す
る
。
ゆ
と
り
が
な
さ

す
ぎ
る
」
と
嘆
き
ま
す
。

　

専　

期
へ
の
指
導
・
育
成

40

で
は
、
悲
惨
さ
を
増
し
ま

す
。「
一
年
で
い
な
く
な
る

か
ら
、
教
え
甲
斐
が
な
い
」

「
い
な
く
な
る
人
に
、
債
権

管
理
の
真
髄
を
、
時
間
を
割

い
て
教
え
ら
れ
な
い
」
と
い

う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

当
局
は
、
こ
う
し
て
来
年

も
専　

期
を
管
運
部
門
か
ら

40

巣
立
た
せ
て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
。

　

ベ
テ
ラ
ン
上
席
は
言
い
ま

す
。「
青
年
は
、
ベ
ー
ス
が

で
き
て
自
信
に
な
る
。
次
の

仕
事
も
、
ベ
ー
ス
を
基
本
に

覚
え
て
い
く
。
今
の
新
人

は
、
怒
ら
れ
た
記
憶
し
か
な

い
の
で
は
な
い
か
」
と
。

◆中心テーマ
『現政権の行政抜本改革を検証する』
～国民本位の税財政をめざして～
◆日時
　2011年1月8日（土）～9日（日）
　（8日13時開会、9日15時閉会）
◆場所
三河湾国定公園　ホテルシーパレス
リゾート
◆講演・報告
講演　二宮厚美氏（神戸大教授）
　日本経済の現局面と税財政改革の
課題…福祉国家型財政への道（仮）
特別報告　細川潔・東海地連書記長
　労働者と消費税（仮）

税研全国集会
2011年1月8日〜1月9日

侠 僑挙挙挙挙挙挙挙

侠僑 挙挙挙挙挙挙挙

　
「
税
務
職
員
の
税
金
知
ら

ず
」
を
な
く
す
行
政
研
究
と

し
て
、
第　

回
税
研
全
国
集

50

会
が
、
2
0
1
1
年
1
月
8

日
か
ら
9
日
の
2
日
間
、
愛

知
県
豊
橋
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

【
参
加
申
込
み
は
本
部
ま
で
】

初任給の賃金比較（月額）

　【高卒】

　国家公務員　140,100円

　民間平均　　158,060円

　官民較差　　  17,960円

　【大卒】

　国家公務員　172,200円

　民間平均　　195,987円

　官民較差　　  23,787円

 （注）いずれも2010年資料

        より。

上席「管運で育成できぬ」

管
運
の
青
年
、怒
ら
れ
た
記
憶
し
か
な
い
の
で
は

働
き
が
い
あ
る
人
間
ら
し
い
仕
事
を

汚
甥

遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠

公
契
約
の
水
準
引
上
げ
、履
行
監
視
を

管運の仕事を「やってもやっても
増える」と追及する布施中執（左）

第50第50回回


